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「
広

報
や

な
が

わ
」

は
、

年
齢

や
障

が
い

の
有

無
な

ど
を

問
わ

ず
、

で
き

る
だ

け
多

く
の

人
が

読
め

る
よ

う
に

、
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
を

導
入

し
て

い
ま

す
。
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広報やながわ

　10 月 1 日、市コミュニティバスの市街循環線の出発式がありま10 月 1 日、市コミュニティバスの市街循環線の出発式がありま
した。「市街循環線」は西鉄柳川駅東口や沖端など市街地を巡る循した。「市街循環線」は西鉄柳川駅東口や沖端など市街地を巡る循
環ルートです。１回 100 円で誰でも乗車できます。また、1000 円環ルートです。１回 100 円で誰でも乗車できます。また、1000 円
で 12 枚つづりのお得な回数券を販売。コミバス車内か市企画課でで 12 枚つづりのお得な回数券を販売。コミバス車内か市企画課で
購入できます。購入できます。

市街循環線スタート市街循環線スタート
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C O N T E N T SC O N T E N T S

第 49 回衆議院議員総選挙第 49 回衆議院議員総選挙ほか
お知らせ掲示板お知らせ掲示板
人権・同和教育シリーズ人権・同和教育シリーズ

ページページ

人
権
・
同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

195

人
権
作
文
　

市
内
の
小
中
学
生
が
書
い
た
人
権
作
文
を
紹
介
し
ま
す
。

　
ぼ
く
た
ち
の
学
校
で
は
、

月
に
１
回
、
み
ん
な
が
お
互

い
の
こ
と
を
知
り
、
仲
良
く

な
る
た
め
に
、
縦
割
り
班
で

活
動
す
る
「
や
か
べ
っ
子
タ

イ
ム
」
が
あ
り
ま
す
。

　
７
月
は
、「
同
和
問
題
啓

発
強
調
月
間
」
に
合
わ
せ
て
、

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
全
校
で

の
人
権
学
習
が
あ
り
ま
し

た
。
担
当
の
先
生
が
読
ん
で

く
だ
さ
っ
た
「
す
き
な
こ
と

に
が
て
な
こ
と
」
と
い
う
本

で
の
学
習
を
通
し
て
、
ぼ
く

が
思
っ
た
こ
と
が
二
つ
あ
り

ま
す
。

　
一
つ
目
は
、
だ
れ
に
で
も

好
き
な
こ
と
、
苦
手
な
こ
と

が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

ぼ
く
は
、
算
数
が
苦
手
で
す
。

今
ま
で
、
算
数
が
苦
手
な
こ

と
が
だ
め
な
こ
と
な
ん
だ
と

考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

苦
手
な
こ
と
が
あ
る
自
分
を

恥
ず
か
し
い
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
こ
の
本
に

は
、
だ
れ
に
で
も
好
き
な
こ

と
、
苦
手
な
こ
と
が
あ
っ
て

当
た
り
前
で
あ
る
と
い
っ
た

こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

苦
手
な
こ
と
を
恥
ず
か
し
い

と
考
え
ず
、
だ
れ
に
で
も
あ

る
も
の
だ
と
前
向
き
に
考
え

て
い
き
た
い
で
す
。

　
二
つ
目
は
、
好
き
な
こ
と
、

苦
手
な
こ
と
を
お
互
い
に
助

け
合
っ
て
い
く
こ
と
の
大
切

さ
で
す
。

　
ぼ
く
が
、
算
数
の
学
習
で
、

分
か
ら
な
く
て
困
っ
て
い
る

と
き
に
、
ク
ラ
ス
の
友
だ
ち

が
ぼ
く
の
様
子
を
見
て
、
優

し
く
教
え
て
く
れ
ま
す
。
友

だ
ち
が
跳
び
箱
で
困
っ
て
い

た
ら
、
跳
べ
る
よ
う
に
ぼ
く

も
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

　
苦
手
な
こ
と
は
一
人
一
人

に
あ
っ
て
当
た
り
前
な
の

で
、
お
互
い
が
助
け
合
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
そ
こ
に
友
だ
ち

同
士
の
つ
な
が
り
も
生
ま
れ

ま
す
。
こ
の
つ
な
が
り
を
ぼ

く
は
、
大
切
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
だ
れ
に
で
も
苦
手
な
こ
と

が
あ
り
、
困
っ
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
に

「
お
前
、
そ
ん
な
こ
と
も
で

き
ん
と
か
や
ん
。」

な
ど
と
言
わ
れ
る
と
そ
の
一

言
で
、
友
だ
ち
同
士
の
つ
な

が
り
が
切
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
助
け
合
い
は
で
き
ま
せ

ん
。
何
気
な
い
気
持
ち
で

言
っ
た
一
言
が
相
手
を
傷
つ

け
ま
す
。
そ
う
な
る
前
に
、

一
人
一
人
が
誰
に
で
も
苦
手

な
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と

を
も
う
一
度
考
え
て
行
動
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い

ま
す
。

　
ぼ
く
は
、
困
っ
て
い
る
人

を
支
え
ら
れ
る
人
に
な
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
先
生
か
ら
の
ひ
と
言
】

　
人
権
学
習
を
通
し
て
、「
苦

手
が
あ
る
」
こ
と
を
前
向
き

に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
ね
。
こ
れ
か
ら
さ
ま
ざ
ま

な
人
と
出
会
う
と
思
い
ま

す
。
互
い
を
認
め
合
い
、
つ

な
が
り
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
支
え
合
う
大
切
さ
を
広

げ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

大渕 琉
り ゅ う き

希さん

矢ヶ部小学校 6 年

苦手を認めること
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付
す
る
ま
で
に
日
数
が
か
か
り
ま

す
。
早
め
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

●
指
定
施
設
で
投
票
を
す
る
人

　
県
選
挙
管
理
委
員
会
の
指
定
を

受
け
た
病
院
、
施
設
な
ど
に
入
院

や
入
所
し
て
い
る
人
は
、
そ
の
施

設
内
で
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
入
院

や
入
所
し
て
い
る
施
設
の
事
務
所

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

●
期
日
前
投
票
期
間
中
に
18
歳
に

な
る
人

　
期
日
前
投
票
の
期
間
中
に
投
票

を
す
る
場
合
、
18
歳
に
達
し
て
い
な

い
人
は
不
在
者
投
票
と
な
り
ま
す
。

郵
便
投
票
、点
字・代
理
投
票

●
郵
便
投
票

　
身
体
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
る

人
で
、市
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら「
郵

便
投
票
証
明
書
」
を
も
ら
っ
て
い
る

人
は
、
自
宅
で
郵
便
に
よ
る
不
在

者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

事
前
に
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
郵

便
投
票
証
明
書
の
交
付
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。
郵
便
に
よ
る
不
在

者
投
票
を
す
る
と
き
は
、
郵
便
投
票

証
明
書
を
提
示
し
、10
月
27
日
（
水
）

の
午
後
５
時
ま
で
に
、
市
選
挙
管
理

委
員
会
へ
投
票
用
紙
を
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。
請
求
は
、
郵
便
か
代
理

人
が
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
郵
便
投
票
が
で
き
る
の
は
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
で
す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
で
「
両
下
肢
、

体
幹
・
移
動
機
能
の
障
害
の
程
度

が
１
級
又
は
２
級
」「
心
臓
、
じ
ん

臓
、
呼
吸
器
、
ぼ
う
こ
う
、
直
腸
、

小
腸
の
障
害
の
程
度
が
１
級
又
は

３
級
」「
免
疫
、
肝
臓
の
障
害
の
程

度
が
１
級
か
ら
３
級
ま
で
」
の
人

②
戦
傷
病
者
手
帳
で
「
両
下
肢
、
体

幹
の
障
害
の
程
度
が
特
別
項
症
か

ら
第
２
項
症
ま
で
」「
心
臓
、じ
ん
臓
、

呼
吸
器
、
ぼ
う
こ
う
、
直
腸
、
小
腸
、

肝
臓
の
障
害
の
程
度
が
特
別
項
症

か
ら
第
３
項
症
ま
で
」
の
人

③
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
で
要

介
護
区
分
が
「
要
介
護
５
」
の
人

●
代
理
記
載
制
度

　
郵
便
等
投
票
が
で
き
る
人
で
、

身
体
障
害
者
手
帳
が
「
上
肢
又
は

視
覚
の
障
害
の
程
度
が
１
級
」
ま

た
は
、
戦
傷
病
者
手
帳
で
「
上
肢

又
は
視
覚
の
障
害
の
程
度
が
特
別

項
症
か
ら
第
２
項
症
ま
で
」
の
人

は
、
あ
ら
か
じ
め
、
本
人
が
指
定

し
た
「
代
理
記
載
人
」
に
記
載
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場

合
も
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
届
け

出
が
必
要
で
す
。

●
点
字
・
代
理
投
票

　
目
の
不
自
由
な
人
に
は
、
投
票

所
に
点
字
器
を
用
意
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
身
体
が
不
自
由
で
字

が
書
け
な
い
人
は
、
投
票
所
の
係

員
が
代
わ
っ
て
投
票
用
紙
の
記
入

を
行
い
ま
す
。
ど
の
候
補
者
に
投

票
し
た
か
、
漏
れ
る
こ
と
は
絶
対

に
あ
り
ま
せ
ん
。

市
民
体
育
館
で
即
日
開
票

　
開
票
は
即
日
開
票
で
、
10
月
31

日
（
日
）、
午
後
９
時
15
分
か
ら
、

市
民
体
育
館
で
行
い
ま
す
。

公
示
日
、
投
票
日
時
、
投
票
所

●
公
示
日
　
10
月
19
日
（
火
）

●
投
票
日
時
　
10
月
31
日
（
日
）、

午
前
７
時
～
午
後
８
時

●
投
票
所
　
市
内
22
カ
所
（
次

ペ
ー
ジ
投
票
所
一
覧
を
参
照
）。

投
票
日
は
、
各
家
庭
に
郵
送
す
る

「
投
票
所
入
場
券
」
に
記
載
さ
れ

た
会
場
で
投
票

◆
投
票
所
入
場
券
を
忘
れ
ず
に

　
ス
ム
ー
ズ
に
投
票
す
る
た
め

「
投
票
所
入
場
券
」
を
忘
れ
ず
に

持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

な
く
し
た
場
合
で
も
投
票
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
、
投
票
所
で
係

員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

◆
実
施
さ
れ
る
の
は「
小
選
挙
区

選
挙
」「
比
例
代
表
選
挙
」「
最
高
裁

判
所
裁
判
官
国
民
審
査
」の
３
つ

　
行
わ
れ
る
選
挙
は
、
小
選
挙
区

選
挙
と
比
例
代
表
選
挙
、
最
高
裁

判
所
裁
判
官
国
民
審
査
が
あ
り
ま

す
。投
票
会
場
で
は
、次
の
①
、②
、

③
の
順
番
で
投
票
を
行
い
ま
す
。

①「
小
選
挙
区
選
挙
」を
投
票（「
候

補
者
名
」
を
書
い
て
投
票
）

②「
比
例
代
表
選
挙
」を
投
票（「
政

党
名
」
を
書
い
て
投
票
）

③
「
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審

査
」
を
投
票
（
辞
め
さ
せ
た
い
裁

判
官
に
「
×
」
を
書
い
て
投
票
。

辞
め
さ
せ
な
く
て
も
い
い
と
思
う

場
合
は
白
紙
の
ま
ま
投
票
）

投
票
で
き
る
人

　
平
成
15
年
11
月
1
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
で
、
令
和
3
年
7
月
18

日
ま
で
に
柳
川
市
の
住
民
基
本
台

帳
に
登
録
さ
れ
、
引
き
続
き
３
カ

月
以
上
住
ん
で
い
る
人

○
柳
川
市
か
ら
他
の
市
区
町
村
に

転
出
し
た
場
合
　

　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人
は
、

柳
川
市
で
投
票
で
き
ま
す
。

▽
柳
川
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
人
▽
令
和
３
年
６
月

18
日
以
降
に
他
の
市
区
町
村
に
転

出
し
た
人
▽
転
出
先
の
市
区
町
村

で
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

な
い
人

期
日
前
投
票
や
不
在
者
投
票

■
期
日
前
投
票

　
投
票
日
に
仕
事
な
ど
や
む
を
得

な
い
用
事
で
投
票
所
に
行
け
な
い

人
は
、期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

●
期
間
　
10
月
20
日
（
水
）
～
30

日
（
土
）

●
投
票
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
８
時

●
投
票
所
　
市
役
所
各
庁
舎

▽
柳
川
庁
舎
＝
３
階
第
１
会
議
室

▽
大
和
庁
舎
＝
１
階
第
１
会
議
室

▽
三
橋
庁
舎
＝
１
階
ロ
ビ
ー

　
期
日
前
投
票
の
場
合
、
投
票
所

は
３
カ
所
ど
こ
で
も
投
票
が
で
き

ま
す
。「
投
票
所
入
場
券
」
を
忘

れ
ず
に
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

■
不
在
者
投
票

　
不
在
者
投
票
が
で
き
る
人
は
次

の
と
お
り
で
す
。

●
仕
事
な
ど
で
市
外
に
滞
在
し
て

い
る
人

　
市
公
式
サ
イ
ト
か
ら
請
求
用
紙

を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し

て
、
手
書
き

で
記
入
し
、

投
票
用
紙
を

請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
投
票
用
紙

な
ど
を
滞
在
地
へ
郵
送
し
ま
す
の

で
、
取
り
扱
い
に
注
意
し
て
、
滞

在
地
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
投
票

し
て
く
だ
さ
い
。
投
票
用
紙
を
交

あ
な
た
の
１
票
に
未
来
を
託
そ
う

第
49
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
・
第
25
回
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
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問い合わせは
柳川市選挙管理委員会事務局
☎77・8491まで。

投票所 地区・校区 会　　場
第1

柳河
柳河ふれあいセンター

第2 柳河小学校体育館

第3 城内 城内コミュニティ防災センター

第5 沖端、西宮永 矢留うぶすな館

第7 東宮永 柳川農村環境改善センター

第8 両開 有明まほろばセンター

第9
昭代 就業改善センター

第10

第 11
蒲池

蒲池農村環境改善センター

第12 中村公民館

第13 大和 大和コミュニティセンター

第14 中島 大和漁村センター

第16 有明 有明コミュニティセンター

第17 皿垣 皿垣コミュニティセンター

第18 豊原 豊原コミュニティセンター

第19 六合 六合コミュニティセンター

第20 二ッ河 二ッ河コミュニティセンター

第21 藤吉 藤吉コミュニティセンター

第22 垂見 垂見コミュニティセンター

第23 矢ヶ部 矢ヶ部コミュニティセンター

第24 中山 中山コミュニティセンター

第25 藤吉、二ッ河、垂見 三橋生涯学習センター

投票所のご案内

不在者投票

新型コロナウイルス
感染症対策にご協力を

■投票所の感染対策
▷入り口に消毒液と体温計を設置
▷記載台や鉛筆などは定期的に消毒
▷定期的な換気を実施
▷投票事務従事者はマスク着用
▷持参した鉛筆やシャープペンシルで記入可能
■有権者へのお願い
▷�投票所に行くときは、事前に手洗いをして、
マスク着用でお越しください
▷投票所入り口で手指を消毒してください
▷�投票所では周りの人と一定の距離をとってく
ださい

投　
票　
日

10
月
31
日
（
日
）
午
前
７
時
～
午
後
８
時

期
日
前
投
票

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

10
月
20
日（
水
）～
30
日（
土
）



お
知
ら
せ

献
血
に
ご
協
力
を

　

市
献
血
推
進
協
議
会
は
、
次
の

と
お
り
献
血
を
実
施
し
ま
す
。
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
日
時　
①
10
月
22
日
（
金
）
②

11
月
１
日
（
月
）、
い
ず
れ
も
午

前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
３

時
30
分

●
会
場　
①
Ｊ
Ａ
柳
川
本
所
②
マ

ミ
ー
ズ
柳
川
店

【
問
】
同
協
議
会
（
☎
76
・
４
８

３
３
）

油
流
出
事
故
に
注
意

　

重
油
な
ど
の
油
が
河
川
や
水
路

に
流
出
す
る
事
故
は
、
秋
か
ら
冬

に
か
け
て
増
加
し
ま
す
。
油
が
川

や
水
路
に
流
出
す
る
と
、
周
辺
の

環
境
に
悪
影
響
を
与
え
、
上
水
道

が
使
え
な
く
な
っ
た
り
、
農
業
や

漁
業
被
害
が
出
た
り
し
ま
す
。

　

油
流
出
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
、

タ
ン
ク
配
管
な
ど
に
異
常
が
な
い

か
日
ご
ろ
か
ら
点
検
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
油
類
を
使
用
す
る
と

き
や
タ
ン
ク
へ
補
給
す
る
と
き
は

特
に
注
意
し
て
作
業
し
ま
し
ょ
う
。

　

油
の
流
出
事
故
が
発
生
し
た
と

き
は
、
す
ぐ
に
県
保
健
福
祉
環
境

事
務
所
や
消
防
署
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

【
問
】
同
事
務
所
（
☎
０
９
４
３
・

22
・
６
９
６
４
）

児
童
の
権
利
に
関
す
る
条
約

　

平
成
元
年
の
国
際
連
合
総
会
で
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お知らせ掲示板掲載しているイベントなどは、コロナウイルスの感染拡大防止のため
中止・延期になる可能性がありますので、事前に主催者へ問い合わせてください。

▲おもてなし柳川市民会
議が配布するステッカー

お店選びは
市や県のステッカーを参考に

　市や県は、新型コロナウイルスの感染防止対策を
している飲食店に、ステッカーを配布しています。
どちらも調査員が店に足を運んで感染防止対策が実
施されているかどうか確認をして配布しています。
飲食するときは、2 つのステッカーを目印に店を選
びましょう。
　また、市や県は、感染防止に取り組む飲食店を随
時募集しています。詳しくは、市や県の公式サイト
で確認してください。
【問】おもてなし柳川
市民会議事務局（市観
光課内☎ 77・8564）、
県感染防止認証制度事
務局（☎0570・015
・255）

新型コロナウイルス市内の陽性者数
（令和3年9月30日現在）

　男　284人（前月比＋33）
　女　276人（+23）
　計　560人（+56）
※�陽性者数はこれまでに発生し
た累計です。

お知らせ
掲示板

知って役立つi

▲�県が配布するステッカー

採
択
さ
れ
、
日
本
で
は
、
平
成
６

年
に
批
准
し
た
「
児
童
の
権
利
に

関
す
る
条
約
」。
こ
の
条
約
は
、

18
歳
未
満
の
全
て
の
子
ど
も
の
権

利
や
自
由
を
尊
重
す
る
た
め
の
も

の
で
す
。

●
条
約
の
主
な
内
容　
▽
子
ど
も

は
教
育
を
受
け
る
こ
と
や
遊
ぶ
こ

と
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
▽
子
ど
も

は
自
由
に
考
え
、
信
じ
る
こ
と
が

認
め
ら
れ
る
べ
き
▽
家
庭
環
境
に

恵
ま
れ
な
い
子
ど
も
に
保
護
と
援

助
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
▽
子
ど
も

は
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
や
暴
力
、
虐

待
な
ど
の
不
当
な
扱
い
か
ら
守
ら

れ
る
べ
き

【
問
】
県
私
学
振
興
・
青
少
年
育
成

局
政
策
課
（
☎
０
９
２
・
６
４
３
・

３
１
３
４
）

募
集

地
雷
撤
去
の
た
め

書
き
損
じ
は
が
き
を
募
集

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
地
雷
撤
去
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
事
務
局
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

で
の
地
雷
被
害
を
一
刻
も
早
く
無

く
す
た
め
、
書
き
損
じ
は
が
き
な

ど
を
集
め
て
い
ま
す
。
集
め
た
は

が
き
は
、
換

金
し
て
地
雷

撤
去
団
体
へ

寄
付
し
ま
す
。

は
が
き
３
枚

が
１
㎡
の
地
雷
の
撤
去
費
用
に
変

わ
り
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
期
間　

来
年
３
月
31
日
（
木
）

ま
で

●
対
象
品　
書
き
損
じ
や
未
使
用

の
は
が
き
、
未
使
用
の
切
手
、
未

使
用
の
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
な
ど

●
送
付
先　
（
一
財
）
カ
ン
ボ
ジ

ア
地
雷
撤
去
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
〒

県公式サイト市公式サイト

８
１
４
・
０
０
０
２
福
岡
市
早
良

区
西
新
１
・
７
・
10
・
７
０
２
）

【
問
】
同
事
務
局
（
☎
０
９
２
・
８

３
３
・
７
５
７
５
）

資
格
を
取
っ
て

就
職
に
役
立
て
よ
う

　

大
牟
田
高
等
技
術
専
門
校
は
、

12
月
か
ら
開
講
す
る
講
座
の
受
講

生
を
募
集
し
ま
す
。

●
科
目　
Ｏ
Ａ
簿
記
初
級
科

●
訓
練
期
間　
12
月
の
土
曜
と
日
曜

●
会
場　
同
校
（
大
牟
田
市
大
字

歴
木
）

●
対
象　
求
職
中
の
人

●
定
員　
30
人

●
受
講
料　
無
料
（
教
科
書
代
な

ど
は
別
途
）

●
申
込
期
限　
11
月
４
日
（
木
）

【
問
】
同
校
（
☎
54
・
０
３
２
０
）

久
留
米
高
等
技
術
専
門
校
で

パ
ソ
コ
ン
や
簿
記
を
習
得

●
科
目　

①
パ
ソ
コ
ン
初
級
科

（
短
期
間
・
短
時
間
）
②
パ
ソ
コ

ン
初
級
科
③
Ｏ
Ａ
簿
記
初
級
・
中

級
連
続
養
成
科

●
期
間　
①
12
月
２
日
（
木
）
～

28
日
（
火
）
②
12
月
２
日
（
木
）

～
来
年
２
月
28
日
（
月
）
③
12
月

３
日（
金
）～
来
年
５
月
31
日（
火
）

●
会
場　
①
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル

Link 

to Link

久
留
米
校
（
久
留

米
市
津
福
本
町
）
②
西
日
本
新
聞

パ
ソ
コ
ン
教
室
久
留
米
校
（
久
留

米
市
東
町
）
③
パ
ソ
コ
ン
タ
イ
ム

朝
倉
校
（
朝
倉
市
三
奈
木
）

●
定
員　
①
②
20
人
③
25
人

●
受
講
料　
い
ず
れ
も
無
料
（
教

科
書
代
は
別
途
）

●
試
験
日　

①
11
月
５
日
（
金
）

②
11
月
９
日
（
火
）
③
11
月
10
日

（
水
）

●
試
験
会
場　
い
ず
れ
も
久
留
米

高
等
技
術
専
門
校
（
久
留
米
市
東

合
川
）

●
申
込
期
限　
い
ず
れ
も
10
月
26

日
（
火
）

【
問
】
同
校
（
☎
０
９
４
２
・
32
・

８
７
９
５
）

久
留
米
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

訓
練
生
募
集

●
科
目　
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ

ラ
ン
ナ
ー
２
級
受
験
対
策

●
日
時　
11
月
12
日
～
来
年
１
月

18
日
の
毎
週
火
曜
、
金
曜
、
午
後

６
時
30
分
～
９
時
、
全
18
回

●
会
場　
久
留
米
職
業
訓
練
セ
ン

タ
ー
（
久
留
米
市
東
合
川
）

●
対
象　
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ

ラ
ン
ナ
ー
２
級
を
１
月
に
受
験
予

定
の
人
、
先
着
20
人

●
受
講
料　
２
万
８
５
０
０
円

【
問
】同
セ
ン
タ
ー（
☎
０
９
４
２
・

44
・
５
２
０
１
）

消費生活センター

【事例】
　豪雨や台風の影響で屋根から雨漏りするように
なった。「損害保険を利用して自己負担なしで修理
ができる。保険金の申請手続きもサポートする」
と業者が訪問してきたので、保険金の申請手続き
を依頼した。契約した後に、契約書をよく読むと
「保険金が振り込まれたら、必ず当社と工事契約を
する。キャンセルした場合は保険金の40％の額
を違約金として支払う」と書かれていた。
【アドバイス】
　自然災害が起こるたびに、「保険金を使って修
理工事ができるので、自己負担はない」など、無
料を強調した住宅修理工事契約の相談が寄せられ
ています。契約書に、「保険金が認定された後、
修理工事を解約すると、違約金として保険認定額
の● % の料金を請求する」などと記載されてい
ることが多く、解約すると高額な違約金を請求さ
れるというトラブルにつながりかねません。
　保険金の申請は自分でも手続きできます。家屋

損害保険の申請代行サービスの契約は慎重に

が被災したら、まずは自分で保険会社に問い合わ
せましょう。事例のような訪問販売は、契約して
8 日以内であればクーリング・オフできます。契
約は慎重にしましょう。困ったときは早めに消費
生活センターに相談して下さい。
【問】同センター（市役所大和庁舎 1階商工・ブ
ランド振興課内、午前 9時～午後 4時 30 分、
☎ 76・1004）
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講
座
・
催
し

女
性
対
象

Ｗ
Ｅ
Ｂ
合
同
会
社
説
明
会

●
日
時　
10
月
27
日
（
水
）
～
29

日
（
金
）、
午
前
10
時
～
午
後
３
時

●
参
加
企
業　
20
社
程
度

●
開
催
方
法　
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
開
催

●
参
加
費　

無
料

　

申
込
方
法

な
ど
、
詳
し

く
は
、
県
の
公
式
サ
イ
ト
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
】
県
女
性
の
た
め
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ

合
同
会
社
説
明
会
運
営
事
務
局

（
㈱
マ
ン
パ
ワ
ー
グ
ル
ー
プ
内
☎

０
９
２
・
７
４
１
・
９
５
３
１
）

木
村
緑
平
第
53
回
句
碑
祭

●
日
時　

10
月
22
日
（
金
）、
午

前
10
時
～

●
会
場　
柳
城
児
童
公
園
句
碑
前

（
雨
天
時
は
柳
川
市
婦
人
会
館
）

●
内
容　

句
碑
祭
式
典
（
献
酒
、

献
花
な
ど
）、
総
会

【
問
】
木
村
緑
平
顕
彰
会
事
務
局

の
江
﨑
さ
ん
（
☎
０
８
０
・
８
５

５
３
・
４
４
３
８
）

庭
木
の
剪
定
や
管
理
の
仕
方

を
学
び
ま
せ
ん
か

　
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
は
、
庭
木
の

剪
定
や
管
理
の
方
法
を
学
ぶ
「
緑

化
講
習
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
気

軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

①
11
月
６
日
（
土
）、

午
後
１
時
30
分
～
４
時
②
13
日

（
土
）、
午
前
９
時
30
分
～
正
午
③

13
日
（
土
）、
午
後
０
時
30
分
～

午
後
４
時

●
内
容　
①
庭
木
の
剪
定
と
管
理

②
③
マ
ツ
の
古
葉
落
と
し

●
会
場　
①
大
牟
田
市
手
鎌
地
区

公
民
館
（
大
牟
田
市
大
字
手
鎌
）

②
③
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
（
久
留
米

市
田
主
丸
町
）

●
参
加
費　
無
料

●
定
員　
い
ず
れ
も
先
着
20
人

●
申
込
方
法　
同
セ
ン
タ
ー
（
ＦＡＸ

0
９
４
３
・
72
・
１
５
５
８
）
へ

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込
み

●
申
込
期
間　
①
11
月
５
日
（
金
）

ま
で
②
③
11
月
１
日
（
月
）
～
12

日
（
金
）

【
問
】同
セ
ン
タ
ー（
☎
０
９
４
３
・

72
・
１
１
９
３
）

石
橋
文
化
セ
ン
タ
ー

ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ラ
イ
ブ

●
日
時　
11
月
３
日
（
水
・
祝
）、

午
後
３
時
～
（
開
場
は
１
時
間
前
）

●
会
場　

石
橋
文
化
セ
ン
タ
ー

（
久
留
米
市
野
中
町
）

●
出
演
者　
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の

Ｎ
Ａ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
、
ギ
タ
リ
ス
ト
の
沖

仁
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
榊
原
大

●
料
金　
▽
一
般
＝
３
０
０
０
円
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   音訳ボランティア「オルゴール」の協力で、広報紙を音訳して CD やカセットテープに録音した「声の広報」も発行しています。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 【問】市企画課広報広聴係（☎ 77−8425） お知らせ掲示板

▽
大
学
生
以
下
＝
２
０
０
０
円

※
未
就
学
児
は
入
場
で
き
ま
せ

ん
。

【
問
】
久
留
米
文
化
振
興
会
（
石

橋
文
化
セ
ン
タ
ー
内
☎
０
９
４

２
・
33
・
２
２
７
１
）

相
談

60
歳
以
上
が
対
象

仕
事
相
談
会

　

働
き
た
い
け
ど
、
ど
こ
に
相
談

し
た
ら
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
60

歳
以
上
の
人
を
対
象
に
、
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。
シ
ニ
ア
の
就
労

を
支
援
す
る
３
つ
の
団
体
が
皆
さ

ん
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
参
加
に

は
、事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

11
月
19
日
（
金
）、
①

午
前
10
時
～
正
午
②
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分

●
会
場　
市
役
所
三
橋
庁
舎
５
階

第
７
会
議
室

●
定
員　
①
②
と
も
先
着
12
人

●
相
談
料　
無
料

【
申
・
問
】
県
70
歳
現
役
応
援
セ

ン
タ
ー
事
務
局
（
☎
０
９
２
・
４

３
２
・
２
５
１
２
）

社
会
保
険
労
務
士
が
対
応

無
料
個
別
相
談
会

　

県
は
、
企
業
が
抱
え
る
課
題
を

解
決
す
る
た
め
、
県
内
の
企
業
や

事
業
所
を
対
象
に
個
別
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

10
月
28
日
（
木
）、
午

後
１
時
～
５
時

●
会
場　
市
役
所
大
和
庁
舎
２
階

大
会
議
室

●
相
談
内
容　
雇
用
関
係
助
成
金

の
制
度
の
概
要
や
申
請
方
法
、
時

差
出
勤
や
特
別
休
暇
の
導
入
に
向

け
た
相
談
な
ど

【
申
・
問
】
県
労
働
政
策
課
（
☎

０
９
２
・
６
４
３
・
３
５
８
７
）

空
き
家
に
関
す
る
相
談
会

　

県
内
に
空
き
家
を
所
有
し
て
い

る
人
な
ど
を
対
象
に
、
空
き
家
の

活
用
に
詳
し
い
相
談
員
や
専
門
家

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。参
加
に
は
、

事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

●
日
時　
12
月
18
日
（
土
）、
午
前

11
時
～
午
後
４
時

●
会
場　
お
り
な
す
八
女
は
ち
ひ

め
ホ
ー
ル
（
八
女
市
本
町
）

●
定
員　
14
組

●
相
談
内
容　
空
き
家
の
売
買
や

賃
貸
、
相
続
、
活
用
方
法
な
ど

●
申
込
期
限　
12
月
16
日
（
木
）

□
空
き
家
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を

同
日
開
催

　

県
司
法
書
士
会
の
竹
本
安
伸
さ

ん
に
よ
る
「
空
き
家
問
題
の
片
づ

け
方
～
相
続
と
住
ま
い
の
終
活

～
」
と
題
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
す
。
参
加
に
は
、
事
前
の
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。

●
時
間　
午
後
１
時
～
２
時

●
定
員　
40
人

【
申
・
問
】
県
空
き
家
活
用
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
２
・
７
２

６
・
６
２
１
０
）

広報やながわ 2021/10/157

大
淵
盛
人
九
段
の
次
の
一
手

【
10
月
１
日
号
の
答
え
】

　
　

と
捨
て
石
を
打
つ
の
が
正

解
。　

と
取
り
ま
す
が
、　

に

対
し
白
は
つ
な
げ
ま
せ
ん
。
も

し　

と
つ
な
ぐ
と
、　

で
全
部

取
れ
ま
す
。
捨
て
石
の
妙
で
す
。

稲わらは焼却せずに有効活用を
立花宗茂・誾千代のゆかりの地を巡る
ウォーキングイベント開催

　市とまちづくりネットワーク柳川は、宗
茂・誾

ぎん

千代ゆかりの地を巡るウォーキング
イベントを開催します。参加するには、事
前の申し込みが必要です。
●日時　11 月 21 日（日）、午前 9 時に
市民文化会館西側駐車場に集合、2 時間
程度で終了予定
●コース　同館を出発後、宮永様跡や宗
茂・誾千代ゆかりの寺社を訪問予定
●申込期間　10 月 15 日（金）～ 11 月
1 日（月）
●申込方法　住所、氏名、日中連絡が
と れ る 電 話 番 号 を 記 入 し て、 市 総 務
課（ 〒 832-8601、 本 町 87-1、 ＦＡＸ 74・
5520、 メ ー ル somu@city.yanagawa.
lg.jp）へはがきやファクス、メールで申
し込み
●定員　30 人（申し込み多数の場合は
抽選で決定）
●参加費　700 円（ガイド本 500 円と参
加費 200 円）
【問】同課市民協働推進係（☎ 77・
8419）

市民協働
まちづくり
事業

県公式サイト

　橋本不燃物処理場（橋本町 18-1）は、陶器
などの不燃物を 10 ㎏当たり 50 円で受け付けて
います。11 月 1 日から、受付日時が変わるので、
不燃物を搬入するときは注意してください。
※ 大量のブロックやコンクリート、瓦などで再

利用可能なものは、リサイクル専門業者へ出
してください。

□変更後の受付日時
●受付曜日　月～金曜（祝日も開館）
●受付時間　午前 8 時 30 分～午後 0 時 15 分、
午後 1 時～ 4 時
【問】市廃棄物対策課管理係（☎72・1334）

11月から橋本不燃物処理場の
受付日時を変更

　定められた方法以外でごみを焼やす「野外焼
却」は、廃棄物処理法で禁止されています。農
業を営むための廃棄物の焼却は、例外的に認め
られていますが、場合によっては行政指導など
の対象となります。農地での野焼きは、隣接す
る家屋や田などに燃えうつり、火事の原因にな
ります。近隣自治体では、稲わらを焼却中に送
電鉄塔を焼損した事例があります。また、農機
具が送電鉄塔に接触して、破損したケースも発
生しています。送電鉄塔が破損すると、停電を
引き起こすなど電力の安定供給を脅かすだけで
はなく、鉄塔の器物破損として加害者に多額の
損害賠償を請求されることがあります。
　稲わらは、有機物が豊富に含まれ、土づくり
などに使える有効な資源です。人と環境にやさ
しい農業の推進のため、「稲わら」は焼却しない
で家畜のえさなどで有効活用しましょう。
【問】市農政課振興係（☎77・8734）　

「稲わら」は有効活用しましょう「稲わら」は有効活用しましょう

立
花
宗
茂
、
誾
千
代
、
戸
次
道
雪
を

祀
っ
て
い
る
三
柱
神
社

12

1
２

３

５

３

4 → 1 の場所

５

４
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